


タンパク質の安定性を思いのままに
Auntyは、高速かつ高スループットを誇るタンパク質安定性解析ツールです。比類のない蛍光、静
的光散乱、動的光散乱の技術を駆使し、Auntyは熱変性や凝集実験を爆速でこなします。熱変化を
伴うサーマルランプ実験の間に、96ウェルプレート全体のサンプルを1分で読み取ることができま
す。候補、条件、または剤形を、大量にスクリーニングし、何度でも実験をリピートすることができま
す。Auntyは前例のないデータ分解能で結果を出力し、圧倒的なスピードで最適なサンプルを見つ
けられるようサポートします。

•	融解温度 (Tm、 Tonset)

•	凝集 (Tagg、 Tsize)

•	コロイド安定性 (kD、 B22、 G22)

•	長期安定性

•	ウイルスベクター安定性



プレートにセット
Auntyのプレートは、安定性解析用に初めて開発された96ウェルのクォーツガラス製消耗品で、驚
異的な光学性能と化学薬品適合性を持ち、ほぼすべてのサンプルに対応します。プレートのロードは
1分以内で完了し、まるで「メールで済ませるべきだったあの1時間の会議」を待っているよりも速く、
安定性実験の結果を手に入れることができます。各ウェルはわずか8µLで、簡単に密閉できるため、
サンプルは中に保たれ、不純物質が入りこむことはありません。消耗品に悩まされるのではなく、恋に
落ちる準備をしてください。



最適なソリューション
Auntyは、タンパク質安定性データ取得の速度と品質で新たな基準を打ち立てます。フルスペクトル
蛍光を駆使して、自家蛍光またはレポーター色素のいずれかを使用し、タンパク質の融解温度を追
跡します。どちらでも、お持ちのタンパク質にぴったり合った方法を選べます。さらに、業界最高クラス
の光散乱データを追加して、全体像を確実に把握できます。Auntyの動的および静的光散乱モニタ
ーは、凝集を非常に高い感度で検出し、タンパク質のアンフォールディングとの関連性を即座に確認
できます。各測定モードから膨大なデータを個別に収集することも、すべてを一度に実行することも
可能です。Auntyは、あなたのタンパク質の安定性を理解するための最適なソリューションです。
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凝集を見逃さない
Auntyの光散乱技術は、サンプル内の凝集を
見逃すことは決してありません。その圧倒的な
静的光散乱（SLS）は、形成中の凝集体を超高
感度で早期に検出します。一方、優れたISO準
拠の動的光散乱（DLS）は、少量の凝集体であ
ってもその流体力学的サイズを正確にモニタ
ーします。AuntyはSLSとDLSの両方のモニタ
リングを並行して行うため、凝集がすでにサン
プルに存在していたのか、サーマルランプ実験
中に発生したのかを把握することができます。

コロイド安定性を突き進め
あなたのタンパク質がその剤形を気に入って
いるのか、それとも凝集が近づいているのか、
すぐにわかります。Auntyでコロイド安定性実
験を設定し、kD、B22、G22のデータを一度に記
録できます。96ウェルあるので、さまざまな条
件を試すのも思いのままです。実験が終わった
ら、異なる温度で再度実行して、その傾向に違
いがあるかどうかを確認することもできます。

Concentration (mg/mL)

mAb1 25 °C, kD = 35.9

mAb2 25 °C, kD = -2.3

mAb1 42 °C, kD = 17.3

mAb2 42 °C, kD = -0.9
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長期安定性を高速化
従来の長期安定性テストは、効率が悪く面倒で、
できれば後回しにしたい実験でした。Auntyは、
より良い候補を選ぶ時間的余裕があるうちに、
今持っているタンパク質が長期間持つかどうか
を示唆してくれます。Auntyは、サンプルを数時
間、あるいは数日間装置ににセットしたままモ
ニターできるアプリを搭載しています。Auntyを
使い続けたくない場合でも、インキュベーターと
Auntyの間を往復させれば問題ありません。い
ずれにしても、あなたのサンプルはAuntyプレー
トの中で安全に保護されています。

荷物を無くさないで…
ウイルスベクターは、そのペイロードがなけれ
ば意味がありません。しかし、この貴重なペイ
ロードが放出されてしまい、最初にベクターを
最適化するために費やした努力を台無しにす
ることがあります。Auntyのフルスペクトル蛍
光は、ゲノムリークとキャプシドの安定性をモ
ニターするのに特別に優れており、あなたのベ
クターが順調に動いているのか、それともペイ
ロードが放出されてしまっているのかを知るこ
とができます。
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データ分析をスムーズに進める
実験のセットアップをサクッと終わらせて、すぐに重要な結果にたどり着けます。数回のクリックで、ア
プリを選び、サンプルリストを読み込み、Auntyがパラメータを設定します。もし特別な実験があれ
ば、詳細をカスタムで設定することも可能です。あとは「Start」を押して、リアルタイムで結果が出てく
るのを見守りましょう。Auntyのソフトウェアは、1つのサンプル、いくつかのサンプル、さらには複数
の実験から得たプレートのデータを同時に管理できます。異なる日程で実施された実験でも問題あ
りません。グラフを重ねて結果を比較し、トレンドを迅速に特定して、コーヒーを飲み終える頃には適
切な結論を導き出せます。
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21 CFR part 11に対応
規制のある環境で業務を行っている場合、デ
ータへのアクセスを管理し、その整合性を追
跡することが必須であることをご存じでしょ
う。Aunty には、データをしっかり保護するた
めの 21 CFR Part 11準拠のソフトウェアツ
ール が備わっています。

安定性試験の自動化
Aunty はラボオートメーションとの統合に完全
に対応しています。SBS 形式の 96 ウェルプレ
ートはリキッドハンドラーで読み込み・搬送が可
能で、すべてのデータ取得を制御できる API も
用意されています。



仕様
装置
サンプル量 8 µL
実験1回あたりの同時測定サンプル数 96
96ウェルプレートの計測時間 1分
温度範囲 15–95 °C
加熱速度 0.1–10 °C/分
温度精度 ±0.1 °C
物理的特性 幅 38 cm x 奥行き54 cm x 高さ38 cm; 32 kg

電気的特性
自動切替電源装置、 10–240 V AC、 50–60 Hz 単相
ヒューズ定格：T63AL 250 V
最大電力：600 W

レーザー規格 Class1
規制コンプライアンス Auntyソフトウェアに21 CFR Part 11モード含む
蛍光
検出パラメーター Tm、Tonset、ベクター・ペイロード排出時のTm、等温での変性速度
励起 280 nm (UV) LED, 475 nm (青色) LED
検出 分光光度計（全範囲 250–720 nm）

等温での変性速度 タンパク質自家蛍光
レポーター蛍光（DSF、ヌクレオチド色素、膜タンパク質色素）

サンプル精度 <1% CV (Tm)
サンプル濃度範囲 0.05 mg/ml–300 mg/ml IgG (タンパク質による)
AAVゲノム濃度 ≥5 x 1011 vg/ml
光散乱

検出パラメーター
Tagg、 Tsize、等温凝集速度
Z平均直径、サイズ分布、多分散性指数
コロイド安定性: kD、 B22、 G22

励起 660 nm (赤色) レーザー
検出 アバランシェ・フォトダイオード
SLS分解能 ≥15 kDa の平均分子量変化
DLS流体力学的直径範囲 0.3–1000 nm
DLSサイジング精度 ±2%
分子量範囲 192 Da–25 MDa
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